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このセッションについてのセッシ ンに て

お約束お約束
‐当セッションは、現在開発中の次期ColdFusion
（コードネーム：Raijin）についての紹介です。
現時点 紹介可能な情報 中から厳選 紹介 ます‐現時点で紹介可能な情報の中から厳選して紹介しています。

‐今回紹介する機能は、今後の開発の進捗によっては変更や廃止と
なる場合があります。なる場合があります。

‐リリースの時期やエディションの違いによる機能の
有無等はお答えできません。
本資料 内容は予告なく内容 変更や削除等が‐本資料の内容は予告なく内容の変更や削除等が
行われます。予めご了承願います。
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ColdFusion Raijin についてj に て

旧コ ドネ ム：Dazzle（キラキラと輝く 目がくらむ）旧コードネーム：Dazzle（キラキラと輝く、目がくらむ）

ColdFusion RaijinのポイントColdFusion Raijinのポイント
‐CLI
‐PDF機能強化
‐コードセキュリティチェック
‐CFML言語強化
‐API Manager‐API Manager

※資料中に貼り付けられている写真は、米国で11月9日～
11月10日に開催された ColdFusion Summit 2015の
セッションで撮影したものですセッションで撮影したものです
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CLI
（コマンドラインインターフェイス）
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CLI
コマンドライン実行の実装
cfmページをコマンドライン（バッチ）から実行することが可能

コマンドライン実行の実装
ドライ （ ッ ） 実行す 可能

‐CLIからcfmの呼び出しでサポートされる処理
 ファイル操作
 データベース処理 デ タベ ス処理
 メール送付
 webservice

cfmスクリプトを実行する際に‐cfmスクリプトを実行する際に
 cfmファイルへのパスは、絶対パスでも相対パスでも指定可能
 バッチのパラメーターを取得可能（名前つき引数も可）

Ｉ/Ｏサポ ト R d() i L () i E ()‐Ｉ/Ｏサポート：Read(), writeLn(), writeError()
 cli.read() - 標準入力から一行を読み取る
 cli.writeln(message) - message を標準出力に出力
 cli.writeError(errorMessage) ‒ errorMessageを標準エラー出力
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CLI
コ ディングと実行例コーディングと実行例
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CLI
その他のポイントその他のポイント

Application.cfc が利用可能
‐特定のアプリケーションイベントハンドラのみのサポート
デ タソ スの設定はアプリケ ションデ タソ スのみ使用可‐データソースの設定はアプリケーションデータソースのみ使用可
 ColdFusion Administrator のデータソースは（現在の時点）利用できない
模様

サポートされる変数スコープに制限あり
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PDF機能強化
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PDF機能強化
サニタイズ
PDFファイルの公開時などに、誤ってPDFファイルに機密

サニタイズ

情報が含まれないよう、メタ情報など情報を除去
‐サニタイズ（除去）される情報

メタデ タ 添付フ イル スクリプト 埋め込み検索インデ クス 保存 メタデータ、添付ファイル、スクリプト、埋め込み検索インデックス、保存
されたフォームデータ、レビュー、コメント、隠されたテキストや画像、参
照されていないデータ、リンク、アクション、JavaScript、重複するオブジ
ェクトェクト

‐<cfpdf action="sanitize" source="元のPDF" destinaton="サニタ
イズしたPDF" overwrite="true">イズしたPDF  overwrite true >
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PDF機能強化
その他
PDF内のコメントやメタデータをファイルにエクスポート/

その他
内 トや タデ タ ァイル ク ポ ト

ファイルからPDFにインポート

PDFで事前に定義されているアイコンリストから選択したスタ
ンプをPDFに適用できる

アーカイブの強化
‐ColdFusion 11より PDF/A-1b アーカイブをサポートColdFusion 11より PDF/A 1b ア カイブをサポ ト
‐Raijin では PDF/A-2b もサポート

（その他）PDFのデータ/コンテンツの墨消しなども予定
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PDF機能強化
コメントエクスポ ト スタンプ例コメントエクスポート、スタンプ例
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パフォーマンスの改善と
スケ ラビリテ の向上スケーラビリティの向上
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パフォーマンスの改善
Raijinでのパフォ マンス改善ポイント

スコ プの検索 10％↑

Raijinでのパフォーマンス改善ポイント

スコープの検索 10％↑
キャッシュクエリ 15％↑
配列130％↑配列130％↑
‐CFCやUDFの引数として配列
を渡す処理で、Raijinでは設定
で参照渡しができるようにで参照渡しができるように

13



スケーラビリティの向上
セッション変数を外部 (Redis)に保存セッション変数を外部 (Redis)に保存
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コードセキュリティアナライザ
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セキュリティ分析の流れ

チェックが可能な脆弱性

セキュリティ分析の流れ

Raijinにコードをチェックす チ ックが可能な脆弱性
‐SQL Injection 
‐XSS Attack 
PDF XSS Att k

j に ドをチ ックす
るアナライザが含まれている

ColdFusion Builderから
セキ リテ アナライザを実 ‐PDF XSS Attack 

‐CSRF Attack
‐Cookies Validations 

セキュリティアナライザを実
行すると、サーバでファイル
を検査し、その結果を

‐CFLocation Validation 
‐Passwords 
File upload Validation

を検査し、その結果を
Builderの画面に表示する

‐File upload Validation 
‐Get vs Post 
‐File injection 
‐Unnamed application 
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コードセキュリティアナライザ
アナライザ機能の実行例アナライザ機能の実行例



CFML言語強化
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CFML言語強化
セ フナビゲ ション演算子(? )
構造体のメンバやオブジェクトのプロパティへアクセスする前に

セーフナビゲーション演算子(?.)
構造体 や クト ティ ク す 前
存在確認しないと見つからないエラーが発生する場合への対処
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CFML言語強化
構造体メンバ のソ ト
StructNew 関数に引数が追加

構造体メンバーのソート
関数 引数 追加

‐Ordered（追加した順にメンバーを管理）
‐Sorted（Asc, Desc, カスタム：メンバーを並び替える）

<cfset stTest = structNew("sorted" "asc")> <cfset stTest = structNew( sorted , asc )>
 <cfset stTest = structNew("sorted", "desc")>
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CFML言語強化
配列の参照渡し設定
これまでの仕様では変数の値を渡す（コピー等）際

配列の参照渡し設定
仕様 変数 値 渡す（ 等）際

‐単純変数、配列 … 値によるデータへのアクセス
‐構造体、クエリオブジェクト … 参照によるデータへのアクセス

※配列の値を渡す際は、値自体を渡すので、参照と比較して処理が遅い

新しいアプリケーション設定で配列を参照渡しする事が可能
‐passArrayByReference = True / False

passArrayByReference=Trueの場合、UDFの引数として渡した際、
参照によって渡される
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CFML言語強化
searchImplicitScopes 設定
スコープを使用しない変数の参照

searchImplicitScopes 設定
使用 変数 参照

‐<cfoutput>#hoge#</cfoutput>

新しいアプリケ シ ン設定で f ti l lスコ プ新しいアプリケーション設定で、function、localスコープ、
ローカル変数以外の変数を暗黙的に参照するかを設定

‐searchImplicitScopes= True / FalsesearchImplicitScopes  True / False

searchImplicitScopes に False を指定すると、下記のコードがエラー
になるになる

<cfset Url.hoge=1>
<cfoutput>#hoge#</cfoutput><cfoutput>#hoge#</cfoutput>
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ＡＰＩマネージャー
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APIマネージャー
APIをサ ビス提供する際のステップ
Ｓｔｅｐ１：ビジネスの目的を定義

APIをサービス提供する際のステップ

Ｓｔｅｐ２：ＡＰＩをデザイン Raijin

Ｓｔｅｐ３：ＡＰＩをコーディング CF11

Ｓｔｅｐ４：ＡＰＩのセキュリティ設定

Ｓｔｅｐ５：ＡＰＩを管理

Ｓ ６ 開発者（利用者）の管理Ｓｔｅｐ６：開発者（利用者）の管理

Ｓｔｅｐ７：利用実績の測定Ｓｔｅｐ７：利用実績の測定

24



APIマネージャー
処理フロ処理フロー

Mobile
クライアントクライアント

RESTサービス

ColdFusion
Server

Desktop
クライアント

ＡＰＩ
Ｇａｔｅｗａｙ
（Proxy）

RESTサービス

サブスクライバ

Webアプリ
ケーション

サブスクライバ
ポータル

SOAPサービス
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APIマネージャー
ポイントポイント
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APIマネージャー
API公開・管理用の専用ポ タル
ColdFusionとは別にAPIの公開・管理を行う

API公開・管理用の専用ポータル
別 公開 管理 行う

API Managerが用意される
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お問い合わせ先

株式会社サムライズ
ドビ トウ 事業部 ビジネ トアドビソフトウェア事業部 ColdFusion ビジネスユニット

E-mail: adobe_software@samuraiz.co.jp
http://www.samuraiz.co.jp/

※サムライズのホームページでColdFusion情報を公開中
http://www.samuraiz.co.jp/adobeproduct/coldfusion/index.html
(C ldF i カフ テリア) htt //f i j(ColdFusion カフェテリア) http://forum.samuraiz.co.jp
(ColdFusion Associate) http://cfassociates.samuraiz.co.jp

ColdFusion は、Adobe Systems Incorporated（アドビ システムズ社）
の米国ならびに他の国における登録商標または商標です。
その他、記載されている会社名や製品ブランド名は、各社の商標または登録商標です。
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